
あびらの脱炭素
　安平町でゼロカーボンを推進する取り組みの事例紹介や
環境問題を改善するためのアイデアをお知らせします。
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　次号の広報あびらでは「国の補助金（重点対策加速化事業）を活用した新たな取り組み」をご紹
介します。

　近年の地球温暖化の影響による地震や台風、豪雨などの自然災害は、すでに私たちの暮らしに影響を与えてお
り「いざ」という時に命と暮らしを守り、環境にも配慮したまちづくりは急務です。
　今回は、町が目指す「災害に強く、環境にやさしいまち」とはどのようなものか、そしてその実現のために私
たちに何ができるのかを一緒に考えていきましょう。

「災害に強いまち」
【町の取り組み】
　防災行政無線やあびらチャンネル、町ホームページ、
SNS などを活用して多重的に情報を発信し、地震や風水害に備えて
備蓄品の管理、補充を行っています。また、防災訓練や自主防災組
織の育成を通じて地域の防災力向上に取り組むほか「防災ハンドブ
ック」を町ホームページに掲載し、各地域の危険箇所を示した「ハ
ザードマップ」の作成や配布など、防災意識の向上に努めています。

　「災害に強く、環境にやさしいまち」は行政だけでは実現できません。町民一人ひとりの意識と行動、
地域のつながりが大きな力となります。安平町はこれからも皆様と共に、安心して暮らすことができ、
次世代に誇れるまちづくりを進めます。未来の町のため、できることからはじめてみませんか。

【家庭や地域でできる備え】
　「自助（自分や家族で備える）」と「共助（地域で支え合う）」の意
識が重要です。家庭では災害を想定して備蓄や持ち出し品を準備し、
食品は普段から多めに買い置き、使った分を補充する「ローリング
ストック」を活用しましょう。日頃から複数の情報手段で
正確な情報を得る習慣をつけ、安否確認方法を家族で共有
するとともに、防災訓練への参加や地域の交流を深めるこ
とが大切です。

「環境に優しいまち」
　地球温暖化は、私たちの生活や
産業に長期的な影響を与えるた
め、豊かな自然を未来に残すため
には、環境への配慮や二酸化炭素

（CO2）削減が欠かせません。
　町では、二酸化炭素（CO2）削
減のため、太陽光発電などの再生
可能エネルギーの導入や省エネ対
策の継続、ごみ減量、分別、リサ
イクルの徹底により、環境にやさ
しく快適で安心安全なまちづくり
を進めることで、町民や事業者と
一体となってゼロカー
ボンシティの実現を目
指しています。

「災害に強いまち」と「環境にやさしいまち」は深く結びついている
　太陽光発電などの再生可能エネルギーは、二酸化炭素（CO2）削減と停電時の電力確保の両方に有効であり、
森林は二酸化炭素（CO2）を吸収し景観を守るだけでなく、土砂災害や洪水を防ぐことにも役立ちます。
　さらに、ごみの減量化や分別、資源リサイクルの推進は、災害時に発生する大量の廃棄物（災害ごみ）を
適切に処理する上でも重要であり、リサイクルを通じて生まれた製品が、いざという時の支援物資などに生
まれ変わる可能性もあります。
　町民一人ひとりの「省エネ」や「ローリングストックの意識」、そして「地域での助け合いの精神」は、
環境を守ると同時に、災害からのレジリエンス（回復力）を高めることにもつながるのです。

　　　災害に強く、環境にやさしいまちへ！ 未来の安平町をみんなでつくる
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